


 





※ 無電柱化：無電柱化法第１条（目的）「電線を地下に埋設することその他の方法により、電柱又は電線の道

路上における設置を抑制し、及び道路上の電柱又は電線を撤去すること」をいう。 



※ 無電柱化法第８条第２項 

条項抜粋「市町村（特別区含む。以下この条において同じ。）は、無電柱化推進計画（都道府県無電柱化推

進計画が定められているときは、無電柱化推進計画及び都道府県無電柱化推進計画）を基本として、その市町村

の区域における無電柱化の推進に関する施策についての計画（以下この条において「市町村無電柱化推進計画」と

いう。）を定めるよう努めなければならない。」 



※ 鎌倉市無電柱化予定路線（旧予定路線）：「高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律

（以下、「バリアフリー法」という。）に基づく特定経路である市道059-009号線（松竹通り）や再開発事業との同時

施工を見据えた市道059-013号線（大船仲通り）など計７路線を鎌倉市無電柱化予定路線として位置づけてい

る。 



※ 緊急輸送道路：地震等の大規模災害発生直後から救助活動人員や物資等の緊急輸送を円滑かつ確実に 

行うため、道路管理者が事前に指定する路線。 



 



 

  

  

 



 

 





※1 出典：無電柱化のコスト縮減の手引き（国土交通省道路局環境安全・防災課R6.3） 

※2 出典：国土交通省WEBサイト（無電柱化の手法） 



※1,2 出典：無電柱化のコスト縮減の手引き（国土交通省道路局環境安全・防災課R6.3） 



 

※1 出典：開発事業における無電柱化推進のためのｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ【Ver.1.0】（国土交通省都市局都市計画課R5.5） 

     注：既成市街地における既設電柱の埋設を想定して、一定の条件のもとで積算された過程の数字であるため

実際の費用は変化する場合がある。なお、道路の片側に敷設する場合の単価である。 

※2 出典：国土交通省WEBサイト（電線共同溝整備の手法） 



※3 事業化：次期総合計画等への搭載及び予算化。 



※ 出典：国土交通省WEBサイト（無電柱化推進のための新たな取組み） 










